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1. はじめに



2013年にいじめ防止対策推進法が施行され、学校や学校設置者にはいじ
めの防止、早期発見、適切な対応を行う法的責任が明確に課せられた。

しかし、実際には対応の遅れや不適切な対応が繰り返されている。

本発表では、学校現場におけるいじめ対応の法的責任を確認するととも
に、実践的課題を整理し、学校や学校設置者の対応をゲーム的構造とし
て分析することで、今後の改善策を提言する。

「いじめ」の定義（いじめ防止対策推進法第2条第1項）

この法律において「いじめ」とは、児童等に対して、当該児童等が在籍する学校
に在籍している等当該児童等と一定の人的関係にある他の児童等が行う心理的又
は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われるものを含む。）
であって、当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じているものをいう。



2. 学校や学校設置者の法的責任



いじめ防止対策推進法が定める
学校や学校設置者の主な法的責任

• 地方いじめ防止基本方針の策定（努力義務）、学校いじめ防止基本方針の策定（義務）

• 学校におけるいじめ防止等の対策のための組織の設置

• いじめ防止のための措置

• いじめの早期発見のための措置

• （児童等がいじめを受けていると思われるときには）学校はいじめの事実の有無を確認
し、学校設置者に報告する。

• （いじめが確認されたら）複数の教職員によって、いじめを受けた側への支援、いじめ
を行った側への指導等を行う。

• 被害を受けた児童等が安心して教育を受けられるようにする。

• いじめが犯罪行為に該当する場合には警察と連携する。

• 以下いずれかの場合には「重大事態」とし、設置者又は学校の下に組織を設けて調査を
行う。
1. 児童等の生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑いがあると認めるとき
2. いじめにより児童等が相当の期間学校を欠席していると認めるとき



いじめ重大事態対応に見られる課題

2013年にいじめ防止対策推進法が施行されて以降、同法に基づいたいじめ対応が進められ
ているが、対応には課題も見られる。特に、重大事態に関して、学校や教育委員会等の対
応が不適切である事態が繰り返されている。

2022年4月〜2023年3月に朝日新聞・毎日新聞・読売新聞のうち1紙以上で報じられたいじ
め重大事態案件（要件を満たしながら重大事態とされていない案件も含む）は、71件。う
ち39件（55%）で、何らかの課題が指摘されている。

複数案件に見られた課題（重複あり）は、以下の通りである。（藤川調べ）

A) 重大事態としての対応の遅れ…16件

B) 学校の組織的対応の不備…13件

C) いじめ認知の遅れや否定…9件

D) 調査のあり方…6件

E) 謝罪の場が設けられたが解決につながらなかった…5件

F) 児童生徒間のトラブルとされた…5件

G) 教育委員会等への報告の遅れ…4件



「いじめ当事者・関係者の声に基づく法改正プロジェクト」（事務局
：いじめ構造変革プラットフォーム、略称PIT）が2021年実施。
https://ijime-platform.com/archives/2682

重大事態認定は45件、該当すると認識されているが認
定されていない31件。

（回答の記述から）

いじめ被害者保護者103名（有効回答98名）への調査から

https://ijime-platform.com/archives/2682
https://ijime-platform.com/archives/2682
https://ijime-platform.com/archives/2682


文部科学省の調査から

令和4年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査によれば、重大
事態の約4割で重大な被害を把握する前にはいじめとしての認知がなされておらず、トラブ
ル等の情報があったものも相当数ある。



不適切な対応による二次被害の問題

学校や教育委員会等のいじめ対応が、いじめ防止対策推進法や方針・ガイドラインの定め
とは異なっている場合、そのことが被害児童生徒やその家族に強い苦痛（すなわち、二次
被害）を生じさせることがある。学校や教育委員会等への不信感を訴え、長く苦しんでい
る被害児童生徒も多い。

本来子どもたちのためにあるはずの学校や教育委員会等が、いじめ被害で苦しんでいる子
どもにさらに二次被害を与えることは決して許されない。二次被害を防ぐという観点から、
法律等に則った対応ができる体制を構築することが必要。



3.学校におけるいじめ対応の実践的課題
 

(1) いじめの認知と初期対応



いじめ発見のきっかけ

（文部科学省「令和5年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」）

アンケートや本人・保護者からの訴えが、いじめ発見のきっかけの8割程度を占める。

教員がいじめの行為を見つけられる場合は、限られている。



相談がされやすくなるには？

いじめの認知とは、行為と苦痛を捉えること。

被害者側あるいは見ていた者などから、教職員に相談があれば認知がされやすい。

相談しやすくする（相談のコストを下げる）ことと、相談してよかったと思ってもらえ

る（相談によるメリットを高める）ことが必要。（保護者への相談についても同様）

コストを下げるには…

・わざわざ教職員に話しに行くのはコストが高いので、アンケート、日誌・ノート、個

別面談等、あらかじめ予定に入っている枠の中で、訴えができるようになっていること

が大切。

・学級担任、学年主任、養護教諭、教育相談主任等に対して、メールフォーム等で他の

人に知られずに連絡できるようにしておくこともよい。

メリットを高めるには…

・教員がすぐに動き、しっかりと話を聞いてくれ、孤立感や絶望感を低くすることがで

きたと実感してもらえるようにすることが重要。

・児童生徒本人の意思を尊重し、丁寧に対応してくれたと思ってもらえるようにする。



大人がいじめを積極的に把握するには？

いじめの認知とは、行為と苦痛を捉えることだが、大人が児童生徒の行為を捉えること

は非常に困難。（もし大人の前で堂々といじめがなされているのであれば、状況は非常

に深刻であり、徹底的な介入が必要。）

他方、児童生徒の苦痛については、兆候を捉えることが可能。以下は兆候の例。

・成績低下

・体調不良

・登校しぶり

・表情が暗い

・イライラしている

これらは、教職員との関係、家族との関係、成績や進路の悩み等の兆候でもあり、不登

校や抑うつ等のリスク評価にもつながるもの。

いじめを認知してから組織的に対応するのでなく、児童生徒の苦痛を捉えた段階で、組

織的に対応することが必要。いじめを把握するためには、いじめだけを把握しようとし

てはいけない。

ストレスチェックテストの実施も有効。



ストレッサー(9問） 3 2 1 0

1 学校で，長い時間，たくさんの勉強をしないといけなくて，つらい そうだ まあそうだ ややちがう ちがう

2 学校の勉強がわからなくて，つらい そうだ まあそうだ ややちがう ちがう

3 家や塾などで，長い時間，たくさんの勉強をしないといけなくて，つらい そうだ まあそうだ ややちがう ちがう

4 長い時間，部活動，習い事，練習などをしないといけなくてつらい そうだ まあそうだ ややちがう ちがう

5 部活動，習い事，練習などがうまくできなくて，つらい そうだ まあそうだ ややちがう ちがう

6 友だちとの関係がつらい そうだ まあそうだ ややちがう ちがう

7 先生との関係がつらい そうだ まあそうだ ややちがう ちがう

8 家族との関係がつらい そうだ まあそうだ ややちがう ちがう

9 いじめられるのがつらい そうだ まあそうだ ややちがう ちがう

ストレス反応（9問） 0 1 2 3

10 ひどく疲れた ほとんどなかった ときどきあった しばしなあった ほとんどいつもあった

11 気がはりつめている ほとんどなかった ときどきあった しばしなあった ほとんどいつもあった

12 不安だ ほとんどなかった ときどきあった しばしなあった ほとんどいつもあった

13 落ち着かない ほとんどなかった ときどきあった しばしなあった ほとんどいつもあった

14 ゆううつだ ほとんどなかった ときどきあった しばしなあった ほとんどいつもあった

15 何をするのも面倒だ ほとんどなかった ときどきあった しばしなあった ほとんどいつもあった

16 物事に集中できない ほとんどなかった ときどきあった しばしなあった ほとんどいつもあった

17 食欲がない ほとんどなかった ときどきあった しばしなあった ほとんどいつもあった

18 よく眠れない ほとんどなかった ときどきあった しばしなあった ほとんどいつもあった

ソーシャルサポート(6問） 3 2 1 0

19 先生と気軽に話ができますか？ 非常に かなり 多少 全くない

20 友だちと気軽に話ができますか？ 非常に かなり 多少 全くない

21 家族と気軽に話ができますか？ 非常に かなり 多少 全くない

22 困ったことが起こった時，先生は助けてくれると思いますか？ 非常に かなり 多少 全くない

23 困ったことが起こった時，友だちは助けてくれると思いますか？ 非常に かなり 多少 全くない

24 困ったことが起こった時，家族は助けてくれると思いますか？ 非常に かなり 多少 全くない

教育相談に関するアンケート
ストレスチェック

２．あなたの生活について，あてはまるところを○で囲んでください。

３．あなたの状態について，あてはまるところを○で囲んでください。

４．あなたのまわりの人について，あてはまるところを○で囲んでください。

①　学級担任の先生　②　副担任の先生　　③　教育相談員の先生　　④　スクールカウンセラーの先生

⑤　保健室の先生　  ⑥　その他の先生（　　　　　　　先生）

（　　）年（　　）組（　　）番・氏名（　　　　　　　　　　　）

　このアンケートは，教育相談の一環として，みなさんが思っていることを教えてもらうためのアン
ケートです。
　あなたが思っていることを，そのまま回答してください。なお，このアンケートは相談の資料とし，
この用紙や相談の内容は秘密を厳守します。この教育相談は，学級担任の先生と行うものですが，担任
の先生以外の先生との相談もＯＫです。

１．あなたが面談を希望する先生を○で囲んでください。
　※⑥その他の先生を選択した場合は必ず先生の名前を記入してください。

千葉大学子どものこころの発達教育

研究センターが開発し、千葉大学教

育学部附属中学校で年3回実施してい

るストレスチェックテスト。

https://www.m.chibau.jp/class/rc

cmd/StressCheck/index.html

ストレス度が高い児童生徒の状況は

教職員が共有しておき、そうした児

童生徒から別件で相談等があった場

合には慎重に話を聞き、組織的に共

有する。

https://www.m.chiba-u.jp/class/rccmd/StressCheck/index.html
https://www.m.chiba-u.jp/class/rccmd/StressCheck/index.html


組織での共有は、どうすればよいのか？

教職員が児童生徒のいじめ行為や苦痛を捉えたら、学校は組織的対応を行う必要がある。

そのためにはいじめ行為や苦痛を捉えた教職員が他の教職員に報告・相談することが第一

歩。

ここでも、報告・相談しやすくする（報告・相談のコストを下げる）ことと、報告・相談

してよかったと思ってもらえる（報告・相談によるメリットを高める）ことが必要。

コストを下げるには…

・わざわざ報告・相談するのはコストが高いので、毎日の定期報告のように、あらかじめ

予定に入っている枠の中で、報告・相談できるようになっていることが必要。

メリットを高めるには…

・報告や相談を受ける教職員が、迷惑がらず、親身になって聞いてくれ、その後の組織的

対応に活かしてくれることが必要。

・問題が発生したことが迷惑がられるのでなく、早く報告・相談をしてくれてよかったと

、報告・相談した者が感謝されることが大切。

個々人の努力でなく、このように機能するしくみを作ることが大切。



学校組織の中での生徒指導・教育相談体制（2022年度、千葉大附属中）
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学校組織の中での生徒指導・教育相談体制（2023年度、千葉大附属中）
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校長の立場からすると…

・毎朝の打合せで生徒指導主事が収集した情報＋保健室の情報の報告を受け
る
・月曜日には学年主任等と気になる生徒の情報を共有し、対応を協議できる
。
・火曜日には各学年の教育相談担当等とともに、外部の専門家の助言も得て
、対応を協議できる。
・金曜日には各学年の生徒指導担当と、対応を協議できる。



保護者は学校にどのように相談すればよいのか？

保護者と教職員とのコミュニケーションで齟齬が生じることが多い。相談を受けた教職

員が法律等に則って対応してくれるかどうかは、残念ながら不透明。いじめ被害が考え

られる場合に大切なのは、「具体的な経緯」と「対処についての確認」。

具体的な経緯を伝えるためには、いつ、何があったのかを、できれば時系列順で書いた

メモを作って渡す。証拠となるもの（たとえば、スマートフォン等のスクリーンショッ

ト、怪我や破損等がわかる写真）を添付するとなおよい。

ただし、子どもに根掘り葉掘り尋ねるのは、要注意。記憶が変わってしまう可能性や、

トラウマにつながる可能性がある。

対処についての確認としては、相談を受けた教員がいつ誰に相談内容を報告し、いつ誰

が対処の方針を決めるのかということについて、確認をし、メモをしておくことをお勧

めしたい。

対処の中心は、 「事実の確認」と「支援・指導」の二つ。事実の確認をせずに加害者へ

の指導をしたり拙速に謝罪の機会をたりすることがないよう、確認する。



3.学校におけるいじめ対応の実践的課題
 

(2) いじめへの対処



いじめへの対処 いじめ防止対策推進法では

第二十三条 学校の教職員、地方公共団体の職員その他の児童等からの相談に応じる者及び児童等の

保護者は、児童等からいじめに係る相談を受けた場合において、いじめの事実があると思われるとき

は、いじめを受けたと思われる児童等が在籍する学校への通報その他の適切な措置をとるものとする

。

2 学校は、前項の規定による通報を受けたときその他当該学校に在籍する児童等がいじめを受けて

いると思われるときは、速やかに、当該児童等に係るいじめの事実の有無の確認を行うための措置を

講ずるとともに、その結果を当該学校の設置者に報告するものとする。

3 学校は、前項の規定による事実の確認によりいじめがあったことが確認された場合には、いじめ

をやめさせ、及びその再発を防止するため、当該学校の複数の教職員によって、心理、福祉等に関す

る専門的な知識を有する者の協力を得つつ、いじめを受けた児童等又はその保護者に対する支援及び

いじめを行った児童等に対する指導又はその保護者に対する助言を継続的に行うものとする。

4 学校は、前項の場合において必要があると認めるときは、いじめを行った児童等についていじめ

を受けた児童等が使用する教室以外の場所において学習を行わせる等いじめを受けた児童等その他の

児童等が安心して教育を受けられるようにするために必要な措置を講ずるものとする。

5 学校は、当該学校の教職員が第三項の規定による支援又は指導若しくは助言を行うに当たっては

、いじめを受けた児童等の保護者といじめを行った児童等の保護者との間で争いが起きることのない

よう、いじめの事案に係る情報をこれらの保護者と共有するための措置その他の必要な措置を講ずる

ものとする。

6 学校は、いじめが犯罪行為として取り扱われるべきものであると認めるときは所轄警察署と連携

してこれに対処するものとし、当該学校に在籍する児童等の生命、身体又は財産に重大な被害が生じ

るおそれがあるときは直ちに所轄警察署に通報し、適切に、援助を求めなければならない。

対処は、「事実の確認」と「支援・指導」の二つが中心である。



いじめへの対処 重要と考えられる点

「事実の確認」は、関係者から一通り話を聞くだけでは不十分な場合がある。いじめが

ある場合、行為者は本当のことを言うとは限らない。話に食い違いがある段階では、事

実は確認できていないと考える必要がある。

このためにも、被害者やその保護者の話を傾聴することは重要。評価等は控え、まずは

メモをとりながら詳しく話を聞く。

被害者への支援や行為者等への指導については、被害者側の意向をよく確認する必要が

ある。被害者側の理解を得ずに支援・指導を行う場合、問題が複雑化、深刻化すること

がある。

特に、性急に謝罪の機会を設けることには慎重であるべきだ。被害者側が謝罪を受け入

れられるようになるには、それなりの準備が必要であり、準備がない中で謝罪がなされ

ると、被害者が新たな苦痛を与えられることとなりかねない。

文部科学省のガイドラインでは、いじめの解消には行為や苦痛が止まってから３ヶ月の

経過が必要。被害者の苦痛は大人になっても続く場合がある。いじめが解消したかのよ

うな態度を教職員が見せることは厳に慎むべきである。



3.学校におけるいじめ対応の実践的課題
 

(3) いじめ予防



例）アプリのステータスメッセージに、誰のことかを明示せず悪口を書く。

書かれた側としては、自分のことを書かれていることがわかるが、被害を訴えなけれ
ば「違うことを書いているのに、被害妄想では？」と言われてさらに傷つけられる恐
れがあり、被害を訴えなければ苦痛が続く。

二重の拘束（ベイトソンの用語で「ダブルバインド」）がかけられている状況。

苦しめ

苦しむ必要はない

「いじり」や「プロレスごっこ」なども、同様のダブルバインド型いじめと言える。

このような場合、行為者はもちろん、被行為者も「いじめではない」という意識をも
ちがちであり、いじめとしての対処が遅れることになりやすい。

曖昧な形で誰かに苦痛を与える行為について、卑怯でよくないということを理解して
もらい、何かあれば教員に相談してもらえるようにすることが予防策として必要。

「ダブルバインド型いじめ」



Bに悪感情を抱く

Bに対して何も行わない

Bに対して何らかの行為を行う

Bに対してダブルバインド型いじめを行う

Bに対して非攻撃的な行為を行う

Bへの行為なしに
対処可能か？

非攻撃的な方法を
使えるか？

あからさまな「いじめ」に
対してBが有効に反撃す

るか

Bに対してあからさまないじめを行う

あからさまな「いじめ」
が非難されるか

ダブルバインド型
いじめに対してBが有効に

反撃するか

ダブルバインド型いじ
めが非難されるか

Yes

Yes

Yes

Yes
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Yes

No

No

No

No

No

No

①

②

③

④
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あからさまないじめもダブルバインド型いじめも否定されるような学級風土に加え、嫌なことがあっても悪
感情につなげないストレスマネジメントや、非攻撃的な方法（アサーション）も求められる。

いじめ発生のモデル〜AがBに悪感情を抱いたら〜



いじめについて考える架空事例(藤川作成)

https://daisukef.hatenablog.com/entry/2018/08/03/121500



無料で提供される漫画教材プロジェクト Changers

https://wearechangers.jp



4. ゲーム的構造としてのいじめ対応



いじめ対応の「ゲームI」

いじめ防止対策推進法に則って学校や教育委員会等がいじめ対応を進めるには、

• いじめの疑いがあれば組織的に事実を確認し、

• 事実が認められればいじめとして認知した上で被害者への支援や加害者への指導を行っ
て、

• いじめの解消を目指す

こととなるはずである。

そして、

• 重大事態の要件が満たされているのであれば、速やかに重大事態として認め、

• 調査委員会による調査を行う

こととなる。

言わば、学校や教育委員会等は、法やガイドラインなどのルールに則っていじめに組織的
かつ迅速に対応するゲーム（「ゲームI」とする）をプレイしなければならない。

このことは、少なくとも建前としては否定されがたいはずだ。



いじめ対応の「ゲームII」

だが、重大事態としての対応の遅れが読み取れる事例では、別のゲームがプレイされてい
ると考えるしかない。報道されているケース等からは、次の特徴を指摘することができる。

• 法や基本方針に従って対応するという姿勢が欠如している。

• 読めば理解できるはずの法や基本方針を理解しようとする姿勢が見られない。

• いじめを否定する情報には飛びつく。

• 問題への対処にあまり時間をかけないようにする。

• 被害者側からの要望や被害者への影響について、特に確認をせずに曲解する。

こうした特徴は、法などに従っていじめに対処するゲームIとは深刻に対立するものである。

ゲームIIとして、できるだけ時間と手間をかけずに、事を荒立てず、何事もなかったように
穏便に済ませようとするゲームがプレイされていると考えるしかないように思われる。

当然だが、被害者側が期待するゲームIがプレイされず、被害者の苦痛を受け止めないよう
に見えるゲームIIがプレイされていることは、被害者側に深刻な二次被害を生じされるもの
と考えられる。

では、このゲームIIをどうすれば止められるのだろうか？



いじめ対応に見る「複ゲーム状況」

重大事態としての対応に課題が読み取れる事例においては、ゲームIとゲームIIという二つ
の逆方向のゲームが同時にプレイされている「複ゲーム状況」が生じているものと考えら
れる。

ゲームIIがプレイされる共同体においては、法施行以前から成立していたゲームIIは頑健で
ある。ゲームIが導入され、形の上ではゲームIがプレイされることが多くなったとしても、
実質的にはゲームIIがプレイされることが多いままとなる。

ゲームIIは進化的に安定のはずなので、少数者が実質的にゲームIをプレイしようとしても、
淘汰される。だが、共同体の構成員の多くは「不定見者」（どちらのゲームにも特に固執
しない者）であり、ゲームIIが危機にあることが認知され、他の制度との連結が切られ、多
数者がゲームIに移行することが信じられるようになり、ゲームIがプレイ可能だと認識され
るようになれば、一気に多数者がゲームIに移行する。

ゲームIIが許されないことが広く認識されるような仕組みの導入（大阪府寝屋川市は市長部
局がいじめに対応する仕組みを導入）、ゲームIを強力に推進するリーダーの投入といった
策が効果的であろう。



いじめ対応について考える教員研修用ゲーム教材の開発

カードゲームによって「ゲームII」でなく「ゲームI」をプレイできるようにする研修用教
材の開発を進めている。プレイヤーがカードを1枚ずつ引くことに局面が進んでいくような
ゲームを想定。

現在作っているストーリーの枠組みは以下の通り。

1. 学校の組織の状況を初期状態として決める（組織的対応ができるか等）

2. 1人の児童生徒がいじめ被害を訴えて、初期対応が問われる
（適切に必要なことをできるかできないかが、引くカードによって決まる）

3. 初期対応の状況によって、被害者が登校するか不登校となるかが決まる

4. 学校の被害者支援等の状況によって、被害者の登校／不登校の状況が変化しうる

5. その後の支援等の状況によって、どんな形で卒業できるかが変わる

被害者の苦痛は容易には減少せず、学校への不信が生じると苦痛が増大するというのが基
本の論理となっている。

「ゲームI」をプレイするには、信頼を崩さないよう必要な措置を必要なタイミングで取り
続けることが必要であり、信頼が崩れると深刻な二次被害につながってしまう。こうした
ことを体感する教材になることを目指している。



参考
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